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平成２５年度
第１回利根川水系渇水対策連絡協議会幹事会

（春季定例会）の開催結果について

『利根川上流ダム群の貯水量は平年を上回る』
利根川水系渇水対策連絡協議会幹事会春季定例会開催される

１．開催状況 日時：平成２５年４月１６日（火）１４：００～１５：００
場所：さいたま新都心合同庁舎２号館 １４階 災害対策本部室
協議会構成：国土交通省関東地方整備局、経済産業省関東経済産業局、

農林水産省関東農政局、東京都、千葉県、埼玉県、茨城県、
群馬県、栃木県、独立行政法人水資源機構

協議会の目的：利根川水系の渇水時における円滑な水需給の調整を図る。
２．現状と今後の見通し（詳細は、別添概要書参照）

・ダムの貯水状況 利根川上流８ダムでは平年を上回る貯水量
（３億６，８５８万㎥）

鬼怒川上流４ダムでは平年を上回る貯水量
（１億９，１２３万㎥）

・積雪の状況 奈良俣ダム地点の積雪深は、平年を下回る０ｃｍ
（平年比０％）

尾瀬沼地点の積雪深は、平年を下回る１４８ｃｍ
（平年比７３％）

・今後の見通し 今後は水需要の多い時期になることから、降雨状況によっては、利根
川上流８ダムの貯水量が不足することも想定されます。

３．今後の対策（詳細は、別添概要書参照）
・ダム等水資源開発施設については、きめ細かな水運用を行っていく。
・必要に応じて、節水協力の要請と取水制限等の機動的な対応を行っていく。
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平成２５年度第１回利根川水系渇水対策連絡協議会幹事会
（春季定例会）の開催結果について（概要）

１．ダムの貯水状況・積雪状況と今後の見通し

首都圏の水ガメである利根川上流８ダムと鬼怒川上流４ダムの４月１５日時点の貯水量は、表の
とおりであり、利根川上流８ダム、鬼怒川上流４ダムともに平年を上回る状況です。

貯水量（貯水率） 平年比 備 考
利根川上流８ダム ３億６，８５８万㎥ １１５％ 平年を上回る
（４月１５日０時） （８０％） （Ｈ４～Ｈ２４平均）
鬼怒川上流４ダム １億９，１２３万㎥ １２０％ 平年を上回る
（４月１５日０時） （７６％） （Ｓ６０～Ｈ２４平均）

今冬の利根川上流域の積雪状況は表のとおりです。
積雪深 累加降雪量 備 考

（平年比）
奈良俣ダム地点 ０ｃｍ １，００３ｃｍ 積雪深は平年を下回る

（ ４月１５日９時） （０％） （参考値） （Ｈ４～Ｈ２４の４月第３半旬末平均値）

尾瀬沼地点 １４８ｃｍ １，６８１ｃｍ 積雪深は平年を下回る
（ ４月１５日９時） （７３％） （Ｓ３０～Ｈ２４の４月第３半旬末平均値）

※奈良俣ダムの累加降雪量については、H25年1月以降、土日祝日の観測を中止したため参考値

平成２５年１月から３月までの降水量は表のとおりです。
累加降水量 平年比 備 考

利根川栗橋上流域 平年を下回る
（１月から３月まで） １０１ｍｍ 約６４％ （Ｓ２３～Ｈ２４平均）
鬼怒川佐貫上流域 平年を下回る
（１月から３月まで） ９４ｍｍ 約５４％ （Ｓ４７～Ｈ２４平均）

利根川上流５ダム（矢木沢、奈良俣、藤原、相俣、薗原）は、毎年４月から５月にかけて、融
雪水により貯水量を大きく回復する時期となっており、例年では４月中旬から５月にほぼ満水と
なります。現在、融雪水等の貯留に努めており、平年並みのダム流入量であれば、５ダムにおい
ては満水まで回復が予想されます。融雪水の少ない下久保ダムにおいては、下流の河川の必要量
を確保しつつ、極力貯留に努めます。

しかし、今後は水需要の多い時期になることから、降雨状況によっては、利根川上流８ダムの
貯水量が不足することも想定されます。

鬼怒川上流４ダムの貯水量は平年を上回る貯水量となっており、今後下流の農業用水等水需要
に対して必要な水量を確保するためダムからの補給を行っていきますが、降雨状況によっては、
貯水量が不足することも考えられます。

２．今後の対策
①今後、本年の利根川上流域の積雪状況や降雨、農業用水や都市用水の水利用を十分考慮して、既存
施設等を広域的かつ効果的に活用し、きめ細かい運用を行っていきます。
このため、上流ダム群の貯水量の状況や融雪状況等の情報提供を引き続き行っていきます。

②利根川水系渇水対策連絡協議会としては、首都圏の水需要をかんがみ、必要に応じ幅広い広報活動
を通じて節水の協力を要請していくとともに、取水制限等の調整が必要になった場合には、機動的
な対応を行っていきます。

※ ダムの貯水量及び貯水率の情報を、電話応答サービスにより、リアルタイムに提供しています。
どうぞご利用下さい。

・ 利根川上流８ダム 電話番号 027－255－5692
・ 五 十 里 ダ ム 電話番号 0288－78－0440
・ 川 治 ダ ム 電話番号 0288－78－0908
・ 川 俣 ダ ム 電話番号 0288－96－0288
・ 二 瀬 ダ ム 電話番号 0494－55－0116

※ ホームペ－ジでもダムの情報をお届けしています。
http://www.ktr.mlit.go.jp/river/shihon/index00000010.html

（首都圏の水資源状況について）
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１．利根川上流ダム群等の現況 

 

１）利根川水系 
 
（１）降水量 

平成２４年の利根川栗橋上流域の降水量は、３月、５月を除き、７月まではほぼ平年並みまたは平
年を上回る降水量となっていましたが、８月は（８７㎜、平年比４２％）平年を大きく下回り、９月
も１８日までは（７７㎜、９月１ヶ月間の平均値に対し３６％）少ない状況となりました。特に、８
月は昭和２３年から平成２４年の６５年間で４番目に少ない月となりました。 
平成２５年に入り、１月、２月はほぼ平年並、３月は平年を下回る降水量（２０㎜、平年比３０％）

となっています。 
４月の月降水量は、１４日までで９７mm となっています。（図－１、表－１参照） 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表－１  利根川栗橋上流域平均降水量 
                                                                               単位(㎜)   

                                             平成２５年４月１４日まで 

※．各月の降水量は端数処理（小数点第一位を四捨五入）した値 

※．栗橋上流域面積 8,588 ㎞２ 

 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 合計 摘  要 

昭和62年   22   33   62   14   89   91  204  186  252   73   39   26  1,091 利根川夏渇水

平成２年   31   66   71  119   58   74  118  193  326  143  183   31  1,413 〃 

平成６年   27   50   52   23  139  107  104  153  346   87   26   29  1,143 〃 

平成８年   26   35   68   47   98  117  155   78  217   80   55   23    999 利根川冬夏渇水

平成９年   33   33   59   74  179  173  170  167  206   14   94   20  1,222 利根川冬渇水

平成13年   79   35   75   23  136  176  116  366  321  173   46   23  1,569 利根川夏渇水

平成24年   43   57  115   98  206  192  190 87  221   85   55   47  1,395 〃 

平年 

(S23-H24) 
  44   47   67   90  121  175  200  206  212  123   60   39  1,383  

平成25年   43   38 20   97                                   197  

平年比(%)  98  80  30  107                      14  

※．    利根川取水制限実施月（一時緩和含む）
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（２） 奈良俣ダム地点及び尾瀬沼地点の積雪状況 
奈良俣ダム地点は１２月中旬頃に平年を大きく上回る積雪深となりました。その後も３月上旬まで

平年並または平年を上回る積雪深となっていました。３月中旬以降は、平年を下回る状況となってい
ます。また、尾瀬沼地点は、１２月中旬に平年を上回る積雪深となりましたが、その後１月から２月
下旬まで平年並の積雪深となり、３月以降は、平年を下回る状況となっています。 
今期の最大積雪深は奈良俣ダム地点で２３６㎝（２月２５日）、尾瀬沼地点で２６７㎝（２月２５

日）となっています。平成２５年４月１５日９時現在の奈良俣ダム地点の積雪深は０㎝（平年の０％）、
尾瀬沼地点では平成２５年４月１５日９時現在、１４８㎝（平年の７３％）となっています。 
（表－２、図－２参照） 

 
表－２ 奈良俣ダム地点及び尾瀬沼地点の積雪深・累加降雪量図 

観測所名 時    点 日降雪量 積雪深 今期最大積雪 累加降雪量

奈良俣 
ダム地点 

平成25年4月15日9時現在  0㎝    0㎝ 236㎝(2月25日)   1,003㎝※ 

H4 ～H24の4月第3半旬末平均値    59㎝    1,188㎝ 

尾瀬沼 
地点 

平成25年4月15日9時現在  0㎝  148㎝ 267cm(2月25日)  1,681㎝ 

S30～H24の4月第3半旬末平均値   204㎝    1,368㎝  

※奈良俣ダムの累加降雪量については、H25 年 1 月以降、土日祝日の観測を中止したため参考値 

 
図－２ 奈良俣ダム地点及び尾瀬沼地点の積雪深・累加降雪量図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
             平成２５年４月１５日９時現在 ※過去のデータは半旬末の値 

※H23～24 年の尾瀬沼の累加降雪量については、4 月 12 日以降欠測のため 4月 12 日現在を表示 
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（３）各観測所の積雪深の状況               図－３ 積雪観測所位置図 
  奥利根流域の積雪深は、悪沢を除き平年を下回っ
ております。 
  （図－３、図－４参照） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－４    各観測所の積雪深状況 
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（４）利根川上流ダム群の貯水状況 
利根川上流ダム群の貯水状況は、平成２４年５月１８日に発生した水質事故に対応するためダムか

らの放流を実施しましたが、その後貯水量は回復し、７月１日には夏期制限容量に対して１００％の
貯水率となり貯水量を維持しました。 
しかし、７月後半からの少雨等の影響から、８月には貯水量が低下し、最大時には日量約１，０００

万ｍ３もの補給を実施し、利根川の流況(栗橋地点＋利根大堰取水量)の約３割をダムの補給で補いま
した。 
また、江戸川における必要量を確保するため、北千葉導水路等で８月２２日から９月１８日のうち

１７日間で約１，５００万 m3 の導水を実施しました。 
渡良瀬川では、草木ダムも同様に７月の後半から補給を実施し、８月には貯水量が約８００万 m3(貯

水率２６％）まで低下しました。 
平成２５年４月１５日０時現在の貯水量は、３億６，８５８万ｍ３（常時満水容量４億６，１６３

万ｍ３に対して８０％、平年の貯水量３億２，００４万ｍ３に対して１１５％）と、平年を上回ってい
ます。（表－３、図－５参照） 
 

表－３ 利根川上流８ダム貯水量 
                                                          平成２５年４月１５日０時現在 

ダ ム 名 
 

有 効 容 量
（万ｍ3） 

貯  水  量
（万ｍ3） 

貯 水 率
（％） 

前日補給量 
（万ｍ3/日） 

平 年 比
（％） 

矢木沢ダム  １１，５５０    １０，１１１     ８８   －２０６   １５５ 

奈良俣ダム   ８，５００     ７，７６５    ９１     －７３   １２３ 

藤原ダム   ３，１０１     ２，８７１     ９３       １   １４１ 

相俣ダム     ２，０００     １，９７６     ９９     －９   １２７ 

薗原ダム     １，３２２     １，０８３     ８２      １５   １１９ 

下久保ダム  １２，０００    ６，８３６     ５７     －１７    ８０ 

草木ダム     ５，０５０     ４，９０４     ９７      －４   １０９ 

渡良瀬貯水池     ２，６４０    １，３１２    ５０      －３８     ８２ 

８ダム合計  ４６，１６３   ３６，８５８   ８０   －３３１  １１５ 

１．有効容量は、常時満水容量。 
２．貯水率は、常時満水容量に対する貯水量の割合。 
３．前日補給量とは、前日の貯水量と本日の貯水量の差。（プラスの場合はダムの集水区域からダ
ムへ流入してくる水より、ダムから放流する量が多い） 

 



- 5 - 

  （５）渡良瀬貯水池の現状 
渡良瀬貯水池は水質改善等のため、平成９年から利根川の流況を見ながら「干し上げ」を行ってい

ます。今年も１月４日より補給も兼ねつつ水位を下げ、干し上げを実施しました。その後３月２５日
より貯留し、平成２５年４月１５日０時現在の貯水量は、１、３１２万ｍ3、常時満水容量２，６４０
万ｍ3 に対して５０％、平年の貯水量１，６０５万ｍ3 に対して８２％と平年を下回っています。 
（図－６参照） 
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２）鬼怒川水系 
 
（１）降水量 

平成２４年の鬼怒川佐貫上流域の降水量は、かんがい期間である５月（３１４㎜、平年比２５３％）
と６月（２７６㎜、平年比１５７％）は平年を上回りましたが、８月（１０９mm、平年比４０％）は、
平年を下回りました。 
平成２５年に入り、２月、３月は平年を下回りましたが、４月はすでに平年並の降水量となってい

ます。 
  ４月の月降水量は、１４日までで９９mm となっています。（図－７、表－４参照） 

 

  
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表－４ 鬼怒川佐貫上流域平均降水量 
                                                          単位(㎜) 

 
                                                         平成２５年４月１４日まで 

※．各月の降水量は端数処理（小数点第一位を四捨五入）した値 

※．鬼怒川佐貫上流域面積 940 ㎞２ 

 

 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 合計 摘  要 

昭和62年   21   34  127   21  121  134  186  156  321  121   38   21   1,301  

平成２年   35   89   79  164   53  111  109  338  394  195  220   66   1,853  

平成６年   15  118   77   21  126  103  159  218  551  122   25   48   1,583  

平成８年   46   69   79   67  113  103  176  109  211   66   65   36   1,140  

平成９年   46   55   74   52  145  272  234  114  274   17  215   27   1,525  

平成13年   56   13   34   13  116  185  147  484  610  225   62   35   1,980  

平成24年   40   47  101  111  314  276  223  109  354  113   71   75  1,833  

平年 

(S47－H24) 
  49   52   73  104  128  178  228  273  283  144   88   45   1,645 

 

平成25年   45   35  14   99               192  

平年比(%)   92   67  19   95                12  



- 7 - 

（２）鬼怒川上流ダム群の貯水状況 
平成２４年の鬼怒川上流３ダムの貯水量は、５月４日に貯水量１億６，３５４万ｍ3（貯水率９１％、

平年比１０９％）に達しました。その後は下流の水利用等の必要量を確保の為補給を行いましたが、
台風の影響により１０月以降は平年を上回る貯水量で推移しました。また、湯西川ダムが平成２４年
１１月２９日より運用を開始しました。 
平成２５年に入ってからは、湯西川ダムの運用が開始されたことや融雪水の貯留に努め、４月１５

日０時現在の貯水量は、１億９，１２３万ｍ3（常時満水容量に対して７６％、平年の貯水量１億５，
９２８万ｍ3に対して１２０％）となり、平年を上回っています。 
（表－５、図－８参照） 

 
表－５ 鬼怒川上流４ダム貯水量 

                                                          
平成２５年４月１５日０時現現在  

 ダ ム 名 
 

有 効 容 量 
（万ｍ3） 

貯  水  量
（万ｍ3） 

貯 水 率
（％） 

前日補給量 
（万ｍ3/日） 

平 年 比
（％） 

五十里ダム   ３，２００    ２，８３４     ８９     －２    ９８ 

川俣ダム   ７，３１０     ６，９９８    ９６      －８    ９９ 

川治ダム     ７，６００    ６，８９３    ９１        ０   １１６ 

湯西川ダム   ７，２００   ２，３９８   ３３    －３３   － 

４ダム合計  ２５，３１０   １９，１２３   ７６    －４３  １２０ 

１．有効容量は、常時満水容量。 
２．貯水率は、常時満水容量に対する貯水量の割合。 
３．前日補給量とは、前日の貯水量と本日の貯水量の差。（プラスの場合はダムの集水区域からダ
ムへ流入してくる水より、ダムから放流する量が多い） 

４．平年比は、五十里、川俣、川治の３ダムの平均貯水量に対する割合。 
  
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成２５年１月１日より４ダム合計の貯水容量で表示 

（平成２４年１１月２９日より湯西川ダム運用開始）   
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３）荒川水系 
 
（１）降水量 

平成２４年の荒川秋ヶ瀬上流域の降水量は、ほぼ平年並みとなりましたが、水需要の多くなる５月
から９月においては、７月、８月を除き平年を上回る降水量でした。特に５月は平年の約２倍となる
２５７㎜の降水量となりました。 
また、１０月、平成２５年２月、３月は平年を下回りましたが、４月はすでに平年を上回る降水量

となっています。 
４月の降水量は、１４日までで１２５mm となっています。（図－９、表－６参照） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表－６ 荒川秋ヶ瀬上流域平均降水量 
                                                                               単位(㎜)  

 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 合 計 摘      要 

昭和62年   16   29   66    8   66   88  146  103  280   91   46   36   975 利根川・荒川夏渇水 

平成２年   22   67   83  138   48   55   77  228  473  134  301   31 1,657 利根川・荒川夏渇水 

平成４年   26   15  118  136  117  250   87  177   63  285   52   29 1,355 荒川夏渇水 

平成５年   82   34   37   44   76  186  275  276  204  112  113   25 1,464 荒川夏渇水 

平成６年   42   44   64   25  111  103  152  142  344  119   21   24 1,191 利根川・荒川夏渇水 

平成７年   24   25  111   44  129  239  177  109  180   73   24    0 1,135 荒川夏渇水 

平成８年    1   22   55   62   80   47  204   32  314   74   57   17   965 利根川・荒川冬夏渇水

平成９年   21   13   57   70  187  168  148   72  204    7   87   21 1,055 利根川・荒川冬渇水 

平成13年   98   17   98   30  179  120   69  279  444  247   67    9 1,657 利根川夏渇水 

平成24年   36   54   93   86  257  217  102  65  245   93   54   33 1,335 利根川夏渇水 

平年 
(S40-H24)   35   40   69   97  121  157  185  213  235  143   61   32 1,385  

平成25年   35   18   37  125     214  

平年比(%)  99  45  53  129      15  

                                                     平成２５年４月１４日まで 

※．    荒川取水制限実施月（一時緩和含む） 

※．各月の降水量は端数処理（小数点第一位を四捨五入）した値 

※．秋ヶ瀬上流域面積 2,021 ㎞２
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（２）荒川ダム群の貯水状況 
平成２４年の荒川ダム群（二瀬ダム、滝沢ダム、浦山ダム、荒川調節池）は、５月１０日に貯水量

１億２，３９４万ｍ3、常時満水容量に対する貯水率８６％に達し、その後、下流に補給を行いました。 
７月以降は、夏期制限容量の確保と共に補給を実施し、１０月以降は貯留に努めましたが、少雨や

無降雨日の影響から補給・貯留を繰り返す運用となりました。 

平成２５年４月１５日０時現在の貯水量は、８，４０３万ｍ3（常時満水容量１億４，４２０万ｍ3

に対して５８％、平年の貯水量６，５３９万ｍ3に対して１２９％）と平年を上回っています。 
（表－７、図－１０参照）  
 
 

表－７ 荒川４ダム貯水量 
                                                       平成２５年 ４月１５日０時現在 

ダ ム 名 
有 効 容 量 

（万ｍ3） 
貯  水  量

（万ｍ3） 
貯 水 率

（％） 
前日補給量 
（万ｍ3/日） 

平 年 比
（％） 

二瀬ダム   ２，０００   １，５６５      ７８     －１１   １０４ 

滝沢ダム     ５，８００    ２，９５４      ５１     －１３ － 

浦山ダム     ５，６００    ３，０５２     ５５     －７ ７５ 

荒川貯水池     １，０２０    ８３２    ８２     －５４ ８７ 

４ダム合計  １４，４２０  ８，４０３      ５８    －８５ １２９ 

  １．有効容量は、常時満水容量。 
２．貯水率は、常時満水容量に対する貯水量の割合。 
３．前日補給量とは、前日の貯水量と本日の貯水量の差。（プラスの場合はダムの集水区域から

ダムへ流入してくる水より、ダムから放流する量が多い） 
４．４ダム合計の平年比は、二瀬ダム、浦山ダム、荒川貯水池の平年貯水量の合計に対する割合。 
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４）多摩川水系 
 
（１）降水量 

平成２４年の小河内ダム上流域の年間降水量は、１，４７１㎜（平年比９１％）となっています。 
平成２５年に入り、１月の降水量は３４㎜（平年比７８％）、２月に３７㎜（平年比６４％）、３

月に５５㎜（平年比６０％）と平年を下回りました。 
４月までの累加降水量は、１４日までで２３８mm となっています。（図－１１、表－８参照） 

 
  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表－８ 多摩川小河内ダム上流域降水量 
                                                                          単位(㎜) 

 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 合 計 摘 要 

平成24年 42 87 119 114 217 227 147 69 225 94 80 50 1,471 

平年 
(T14-H24) 44 57 91 111 125 181 212 249 252 169 77 45 1,613 

平成25年 34 37 55 112   238 

平年比(%) 78 64 60 101   15 

                                                      平成２５年４月１４日まで 
※．端数処理の関係で、各月の和と合計値は一致しないことがあります。 
※．小河内上流域面積 262 ㎞２
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（２）小河内ダムの貯水状況 
４月１５日７時現在の貯水量は、１億２，００８万ｍ3 、貯水率６５％、平年比８９％で平年を下

回っています。（図－１２参照） 
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２．今後の見通し及び対策 

 
（１）見通し 
①．平成２５年４月１２日発表の気象庁の１か月予報によると、４月１３日から５月１２日の関東
甲信地方の降水量については、「平年並または少ない」となっており、３月２５日発表の気象庁
の３か月予報によると、降水量は、５月、６月は「平年並」となっています。 

 
 １か月予報（平成２５年４月１２日発表）     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ３か月予報（平成２５年３月２５日発表） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②．利根川上流５ダム（矢木沢、奈良俣、藤原、相俣、薗原）は、毎年４月から５月にかけて、融
雪水により貯水量を大きく回復する時期となっており、例年では４月の中旬から５月にほぼ満水
となります。現在、融雪水等の貯留に努めており、平年並みのダム流入量であれば、５ダムにお
いては満水まで回復が予想されます。融雪水の少ない下久保ダムにおいては、下流の河川の必要
量を確保しつつ、極力貯留に努めます。 

  しかし、今後は水需要の多い時期になることから、降雨状況によっては、利根川上流８ダムの
貯水量が不足することも想定されます。 

 
③．鬼怒川上流４ダムの貯水量は平年を上回る貯水量となっており、今後下流の農業用水等水需要
に対して必要な水量を確保するためダムからの補給を行っていきますが、降雨状況によっては、
貯水量が不足することも考えられます。 

 
（２）対 策 
 ①［利根川水系における上流ダム群の貯水量の確保］ 

今後、本年の利根川上流域の融雪状況や降雨、農業用水や都市用水の水利用を十分考慮して、
既存施設等を広域的かつ効果的に活用し、きめ細かい運用を行っていきます。 
また、上流ダム群の貯水量の状況や積雪状況等の情報提供を引き続き行っていきます。 

 
 ②［利根川水系渇水対策連絡協議会の取り組み］ 

利根川水系渇水対策連絡協議会としては、首都圏の水需要をかんがみ、必要に応じ幅広い広報
活動を通じて節水の協力を要請していくとともに、取水制限等の調整が必要になった場合には、
機動的な対応を行っていきます。 
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３．非洪水期における工事制限水位等について 

H25.4 月現在 
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0
0
千

m
3

E
L
5
5
3
.0

m

1
0
,2

2
3
千

m
3

E
L
5
5
0
.0

m

8
,1

8
6
千

m
3

E
L
6
5
1
.0

m

3
1
,0

1
0
千

m
3

E
L
6
3
9
.0

m

1
4
,6

9
0
千

m
3

1
0
/
1

E
L
6
3
8
.0

m

3
月

中
旬

1
3
,4

9
1
千

m
3

工
期

2
4
年

8
月

3
日

3
月

1
4
日

工
期

2
5
年

3
月

2
9
日

1
2
月

2
7
日

E
L
4
5
4
.0

m

5
0
,5

0
0
千

m
3

工
期

7
月

1
1
月

E
L
4
4
0
.6

m

3
0
,5

0
0
千

m
3

E
L
4
3
9
.5

m

2
9
,0

9
3
千

m
3

1
0
/
1

1
1
月

中
旬

1
2
月

下
旬

1
0
/
1

E
L
5
6
4
.0

m

弾
力

的
運

用
水

位

E
L
5
5
3
.0

m

4
,7

7
9
千

m
3

E
L
5
6
4
.0

m

1
3
,2

2
0
千

m
3

工
期

制
限

水
位

3
月

下
旬

1
3
,2

2
0
千

m
3

E
L
5
4
7
.0

m

3
月

下
旬

1
0
/
1

1
,4

9
1
千

m
3

工
期

9
月
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